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は じ め に

西マレーシア北西部cJ)ケダー平野は,マ レーシアの米どころとして知 られている｡ この平野

は侮岸か ら約 2()km の幅をもっ

て,南 は ジュラ イ山 (Gunong

Jerai)の11｣すそか ら北の プル リ
ス (Perlis)州にまで広がってい

る｡ 川沿いに鮒長 く連なる村 々を

囲むように茂る熱帯樹の小森を除

けば,一面に水田ばか りである｡

最近の統計 (1968-1969の main

season)によれば, ケダ-とプル

リス両州の水稲作付面精は,西マ

レーシア全体の作付面机の37%に

も達 している｡ それに,1970年か

らは水稲の二期作がは じめられ,

1973壬円こは約104,OOOha(26O,OOO

acres)の水田で二 期作が 可能と

*竜谷大学文学部

表1 州別水稲耕地面積と収是
1968.-1969lllainseason
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東南アジア研究 9巷4号

なる予定である｡

このケダー平野の-農村パダソララソ(Ⅰ)adangLalang)村で,1968年8月か ら1年余 り,

筆者は村の人類学的調査を行なった｡京都大学東南アジア研究セソターのマラヤ稲作農村総合

調査計画のためである｡ これ以前にも同じ村で短期間の調査を2度ばか り行なったことがある

カ＼ いず11,も雨期であ-,たため,一年を通 じてケダ-の自然と農民の生活を観察できたのは今

回がは じめてであった｡モソス-ンの影響によるケダーの雨期と乾期の激しさやその気まぐれ

な気象に接 して,伝統的水稲作と農民の生清を理解するには,ケダーに固有な自然条件の理解

がかな り重要な意味を持つことに気づいた｡つまり,ケダーの自然条件からすれば,この地域

の水稲作は決して歴史の古いものではなく,安定 した水稲作農村の開発は,近代的土地改良の

技術の導入に依存 していたことなどに気づいたのである｡

酉マレーシアの中でも,ケダ-の農村は比較的大きく,そこでは共同体意識が弱 く,伝統的

行事や手芸が貧しいU)は,自然条件が必ず しも古 くから水稲作に適 したものではなく,その開

図1 西マレ-シアにおける主な米作地帯
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口羽 :水稲作農村バグンララン

発が比較的新しいものであることなどと密接に結びついているように思われる｡ この点,C.

Geertzがジャワの水稲作について述べていることがそのままケダ-平野にも適用できそうで

ある｡ 彼によれば,

｢正確な資料を入手することは困難であるが,西洋の技術の適用の結果,過去100年余りの間に,イ

ンドネシアや東南アジアの他の地域で,かんがい稲作が著しく普及したことが,19世紀中期以前に,水

稲作がわずかの,特に条件の恵まれた地域にのみ限られていたという事実をおおい隠すようであってほ

ならない｡1833年,ジャワがもっとも悲惨な結果を招く社会変動期にさしかかっていた時に,現在では

350万 haの水田を持つジャワ島には,その3分の1程度の水凹しかなかったのである.｣1)

しかし,二期作をはじめたケダー平野の変貌ぶりは文字通りすさまじい.現在ケダーを訪れ

る者には,もはや数年前のケダーの水稲作農村の姿を想像することさえ難しいであろう｡1971

年8月に1カ月ばかり補足調査のために再びパダソララソ村を 訪れた時も, 農民は積極的に

Offseasonの収穫に従事 していた｡技術の点からすれば, この地域の二期作にはいまださま

ざまな問題が残されている｡ 二期作化は,本来マレ-農民の生清水準の向上にその目的を置い

ている｡ この目的がどの程度に達成されたか否かを評価するのはまだ時期が早いように思われ

る｡ しかし,ケダーの二期作は,伝統的な天水依存の一期作に比べて,全 く近代的な技術的原

理を基礎に置いたものである｡ それが農民の生活に大きな影響を与えることは間違いない｡

本論においては,パダソララソ村の農民の生活を中心に,水稲の伝統的一期作とはどのよう
なものであるかを理解するために,自然条件,水稲作の発達過程,二期作化の経緯,二期作化

に伴 う諸問題について,主に農耕の技術の観点から考察してみたい｡

I 自 然 条 件

パダソララン村は,ケダ-州の首府アp-ルスター (AlorSetar)から北西-約 8km の地

点にある｡ ケダー平野のほぼ中央に位置するコタスタール郡 (DaerahKotaSetar)パダソラ

ラソ区 (Mukim PadangLalang)の-村である｡

ケダー平野は起伏の少ない平坦な低地で,パダソララン村付近は海抜 1-3m である｡ 海

岸部では,満潮時の水位以下のところが少なくない｡土壌については,表層部は粘着性の強い

黒灰色の腐植土であるが,その底は重粘土である｡水分を保つ点では水稲作に適しているが,

水の吸収性が悪いので野菜作りには適さない土地である｡

気象は,マレー半島の北東部と同様モンスーンの影響により,雨期と乾期が明確に分かれて

いる｡ 雨期 (musim hujan)は西風の吹きはじめる5月頃からはじまり,10月まで続 く｡ 村

人は,雨期とは雨が毎日降る時期であるという｡ しかし,雨の降り方に一つのリズムがあるo

1)Geertz,C.,AgriculturalZnvoluiion,TheProcessofEcologicalChangeinZndonesia･Berkeley:
UniversityofCaliforniaPress,(1963),p.34.
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克甫アジア研究 9巻4号

通常,朝晩には晴れる時が多く,午後

に1-2時間という短時間の豪雨があ

る｡ 過去10年間の記録2)によれば,24

時間内の最高の降雨量は 188mm で

ある｡ 土地の水の吸収性が悪く,平Lllt-と

低地で水の流れが緩慢であるため,短

時間の多雨は用水を氾濫させる｡1965

年頃,水路の土手や水路沿いの道路が

鉄分の多い赤色のラテライ ト(laterite,

tanahmerah)によ-)て整備されるま

では,豪雨後の宅地や道の泥沼化は｢1

常茶飯のことであった｡水田の水もあ

ふれ,田植え甫後の稲の苗が腐敗する

のは珍しいことではなかった｡

さらに,モソス-ソによる雨期の特

徴の一つはその極端な気まぐれ性にあ

る｡ 表2が示すように,月間降雨量や
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図2 雨FI3l_-と気温 (1959-68)
降雨口数は年によってかなり不規則で

ある｡水稲作には,適範の水の確保が致命的に重要である｡水は過剰であ-)ても,また極度に
不足してもいけない○この点からすれば,かんがい排水路が整備されるまでのケダー平野の日
然条件は,水稲作を許容するものではあ-)ても,促進するものであ-,たとは考えられない｡

乾期 (musim iimor,musim kering,musim kemarau)は東風が吹きはじめる11月頃か

ら翌年の4月頃まで続 く｡ 村人によ紬 で,乾期とは1H雨があれば5-6日雨のない時期であ

ち(〕乾期の前､畑土,稲の収穫時で村人瑚町 時である｡ しかし,その後判こなると,土地は干

からびて, 田圃や家の庭などのいたるところに 4-5cm 幅の地割れが見られるO 乾燥 Lた粘

土にひび割れの入った状態になる｡ 裏作はほとんど不叶能である｡ そのよう加11日靴こ見られる

わずかな緑は,収穫時のこぼれた籾米から生長する末執叫 針亡凍 るOそ叫 肩と残された稲の切

り株が乾期における水牛の主な飼料である｡

乾期の水不足は農民の生活にと-つてもかなり深刻な影響を与える｡特にパダソララソ村のよ

うに海岸に近い地域では,飲料水と暑気払いにも-)とも有効な水浴のための水が不足するから

である｡ この地域の井戸は, 小さな池のような形をしている｡ 深さは 2-3m くらいであ

る○雨期には井戸の濁 り水は,あふれ/ろほどもある′八 乾期にはその水も底をつき,JIF..I;/気を桔

2)パダソララン村でのかんがい排水用による測定0
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表2 SumlllaryOfRainfallfromJanuary1959toDecember1968(AlorJanggus)
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びてくる｡ 用水も同様で,雨期には土色に濁った水が川にあふれる()乾期にはその水位は低下

し,川藻のために水は緑色になり,塩辛 くなる｡

ごく最近まで村人は飲み水を井戸に,水浴のための水は井戸と川に求めていた｡ だか ら乾期

の水不足は彼らの生活にと-)て致命的であった｡塩分の濃い水で水浴をすれば体 中 にかゆ夫を

感 じる｡

飲み水の問題が解決さjLたのは,196O隼からである｡ 乾期の水不足の苦しい時,区長(Peng-

hulu)の要請があれば,州政府はタンク車で飲料 水を供給するようになった｡ また1967年に

は,アロールスターから水道管で水が供給されるようになった.水道管を家に取 り付ける工事

費が高い (M$100-15())ため,水道栓を持づ衣は,水道管沿いの86戸中まだ19戸に しかすぎ

ないが,現在では,村の全世帯が飲み水に水道の水を利用している｡ 水道栓のない家は,水を

181)ソ トル侶2桐につき M〆5 で水道のある家か ら購入 している.また乾期には,村にある

2個の共同水道栓を村人が自由に使えるようにされている｡)しか し,水浴のための水には,莱

干の富裕な家庭を除いて,いまだに井戸と川の水が用いられている｡

雨を中心に見れば,上記のように季節は2分される｡Lか L,気も附や湿度,植物の生態,農

民のf日石とrl然の関係を考慮に入れ7,と,多分に休感的では,あるが,季節は四つに分け らjtる
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ようにも思われる｡ 特に稲作にとっては水の蒸散量や日照時間が,かんがいにとっては水の蒸

発量が重要である｡ このような点で客観的賢料を示すことはできない浴,筆者の生活体験と観

察に基づけば次のようにいえよう｡

たとえば,雨期の前半に当たる5月～7月は水稲作の準備期に当たる｡ 午後の豪雨のため朝

晩の気温はやや低下する｡ 村人はこの時期を musimtevngkujohと呼んでいる｡ それは涼し

い雨の季節を意味するが,村人にはその言葉に果物の季節という合意がある｡7月になれば ド

1)7ソやマンゴなどの熱帯の果物Ji/1豊富になる時期であるからである｡

雨期の後半8-10月になると,夜はいっそう涼 しく,HF恒最蕪し暑 くなる｡ 蚊も多い｡田植

えで忙しい時期であるが,この時に農矧 よよく軽い風邪をひく｡ 通風のよいマレー農民の高沫

家屋で毛布 一 枚では寒さを感ずる夜もある｡[川1の気紬 よ32-33､Cで,あまり上昇 Lないが,

夜は20-22'Cまで1frFするC,

乾期の前半の11月～ 1月は,稲の収穫時である｡ 湿度が低下するにつれて朝夕の如 拙 土18-

19oCにまで下がる｡ 蚊も少なくなり,11本の初秋を思わせる季節で,落葉する木の葉もある.

しかし,通風のよい高床家屋の床にパンダスス (m否ngkuang)から作ったござ (tikar)一枚

を敷き,その上でサロン一枚を頭から被るようにして寝る農民は,この時期の朝夕の涼しさを

好まない｡農繁期のこの時期にも,よく帆邪をひくからである｡

乾期の後半に当たる2-4月を農民はもっとも嫌う｡ 日朝 よ極度に暑くなり,最高気視は36

-3TCにまで 上昇する｡ 一年でもっとも気配 の高い時期である｡ それに水不足の時期でもあ

る｡ 仕事もなく,村の生活は沈滞する｡ 熱帯の美 しい樹花はこの時期に咲く｡ この時期の終り

を告げfJ豪雨が西風と共にやJ)て来ると,村人は歓声をあげて苗ぶ()

表3 MeanTemperature(centigrade)from January1959toDecember1968
AlorStarAerodrome(KepalaBatas)

JAN FEB MAR Ap又 MAY JUN JUL AUG SEPT OCT NOV DEC
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以上のような自然条件と農民の生活 との関係を,土地改良による二期作は根本的に変えよう

としている｡ ケダー平野は確かに地勢,土壌,気象か らすれば水稲作に適 した条件を持ってい

る｡ しか し,水利の近代技術が導入されるまでは,上記のような諸点か ら考えて必ず しも安定

した水稲作地であったとは考えられない｡パダンララン-の入植もさほど古い時期に行なわれ

たとは考えられない｡この点について次に考察 してみよう｡

皿 ケダー平野初期における水路造築と入植

16世紀以前のケダ-平野の歴史については,正確な記録が乏 しいため,非常にあいまいな点

が多いが,ケダー王国は現在のプル リス州やペナン州をも含む もので,その中心地は南部にあ

ったことが最近明らかにされた｡ ムダ 河 (SungeiMuda)やムルポック河 (SungeiMerbok)

の河 H付近で多くの仏教遺跡が発見されたばか りではな く3), その地域は外国交易や農耕にと

-)ても適地であったと推定されるからである｡ 近 くのジュライ山 (GunongJerai)は, 標高

が 1,197.6m もあ り,ベンガル湾か ら渡来する船の航海 目標であ}つたし, ムダ河河 口のクア

ラムダ (KualaMuda)は[桐距港として適 していた｡それにジュライ山の山すそには, ケダー

では珍 しく清水が流れ,河水の氾濫する胤晩性 もな く,果樹に恵まれ,土壌は農耕に適 してい

る｡

南部に対 して北部のケダー平野は,17世紀頃まではマングローブや紺 也で広 く覆われた荒野

であった｡1791年にケダー平野を訪れた英人旅行者 M.Toppingは, その情景について次の

ように述べている｡

｢北に伸び, (南は)ジュライlMこいたるプルリスの土地は,侮岸に向かって低く,平坦で,海岸か

ら1マイルほど広がるジャングルで覆われている｡ケダー南部に向かってほ,森がずっと広がり,この

土地は未だ十分開拓されていない｡｣41

Toppingの記述か らすれば,18世紀末以前のケダー平野は見渡す 限 り水田の広がっている

現在の情景か らおよそほど遠い存在であったことは容易に想像される01938年のかんがい排水

局の土地利用図 (図 4)によれば,アロールスター北部の低地の大部分は, グラム (gelam)

森林地帯であった｡ それは,高さ 1.8m ぐらいのグラム樹 (Melalecaleucadendron)とボ

ンゴル樹 (bongor,Largesiroemiaspeciosa)とが混合 した森林である｡ これ らの森林は通

常乾期でも約 1m の淡水が淀む沼地に茂るのを特徴としている｡ この忠,低地で排水の悪い

3)Lamb,Alastair,"MiscellaneousPapersonEar一yHinduandBuddhistSettlementil一Northern

MalayaandSouthernThailand,''FederaiionMuseumsJournal,vol.6(1961);Braddell,DatoSir
Roland,"MostAncientKedah,"MalayainHistory,vol,4,no.2(1958),pp.13-40,
4)Topping,M.,"SomeAccountofKedah,=JournaloftheIndianArchipelagoandEdSlernAsia,
(Singapore),γol.4(1850),p.44.
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図3 15-18世紀におけるケダー平野
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ケダー平野が,もとはほとんどグラム森林で覆われていたとしても不思議ではない｡

このような点とケダ-平野の地勢,気象や植物の生態を考慮に入れると,15-16世紀のケダ

ー平野は次のような森林で覆われていたと考えられよう｡

すなわち,海岸から 1-4km くらいまでのところで海水が満潮時に逆流し,塩分を含む水

が淀む沼地は,マングローブの森林地帯であった｡また満潮時には海水が水底に至 り,干潮時

に淡水が淀む沼地には,農民が屋限,壁,かご,煙草の巻き葉の材料として利用するニパやし

(Nipafruiicans)や m占ngkuang (Pandanusatrocarpus)が茂り,海水が到達しない沼地

にグラム森林が広がっていたと考えられよう｡

一説によれば,16世紀末までマレー半島では水稲作はほとんど行なわれなかったといわれ,

水稲作がシャム人によって北部諸州にもたらされたのは15世紀頃と推測されている｡5) この推

測の根拠は判然としないが,ケダ-平野の水路の開発も,伝説によれば15世紀頃からである｡

1472年 (877A.H.)に他界したスルタソ AttaulahMohamadShahは,ジュルルソ (Jer-

1un)- クバソロタン(KubangRotan),アナブキッ(AnakBukit)-グノンクリアソ(Gunong

Keriang)の2水路を構築したと伝えられている｡ 事実であるとすれば,前者はパダソララソ

村を貫通するアロールジャソブス川 (SungeiAlorJanggus)にあたる｡ しかし,すでに述べ

たような自然条件からすれば,15世紀頃からアロールジャングス川沿いに安定 した水稲作村

落があったと想定す ることは難 しい｡ また1625年 (1035A.H.)に王位に就いたスルタン

RijaludinMuhamadShahは,アロールジャングスーグノソ川 (SungeiGunong)までの水

路を造築し,1664-5年 (1075A.H.)には,プル リスからアナブキッの地点でケダー河と結

ぶ水路 (多分現在のジャランプル リス川 SungeiJalanPerlis)が造られている｡6)

上記の4水路のうち,ケダー平野の開発入植の起点となったのほジャランプル リス川であろ

う｡ この川沿いの土地は高く,雨期の氾濫の危険性も少ない｡農耕にも適しているし,北部プ

ルリス-の幹線路沿いでもある｡ 現在のアロールスターに当たる村が形成されはじめたのは

17101年頃である｡ 南部からケダー王国の中心地が現在の位置に北上したのもこの頃とする推定

もある｡7) ジャランプル リス川沿いの開発も進み,そこから海岸にいたる平野-の農業開発の

大きな可能性やケダ-河河口のクアラケダ- (KualaKedahまたは KualaKatrang)が貨物

の集散地として発展しつつあったことなどが 南部から北部-の遷都の大きな理由と考えられ

る｡

ケダ-平野の中心部に当たるケダー河流域の開発が進むのは,18-19Lti-紀になってからであ

5)AnnualReportofikeDrainageandZrrigal'ionDeparimenioflheMalayanUnionforikeYear
1946.AlorSetar,1948,p.1.
6)CheMustafabinTan,Tau･drikhSalasilahNegriKedah(mimeographed),1962.
7)ZaharahbintiHajiMahmud,ChangeinaMalaySultanate:AnHistoricalGeographyofKedah
Before1939.ThesisforM.A.,UniversityofMalaya,1966,pp.24-5.
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る｡1738-9年にはケチアナプキッ川 (SungeiKeckikAnakBukit)浴,1771-2年にはク

バソロタン川 (SungeiKubangRotang)の近くに水路が造られている｡8)前著は現在のどの

水路にあたるかはっきりしないが, 後者はクバソロタン川に続 くパル川 (SungeiBahru)の

ようである｡ この水路ができた1771年に,北部のシャム人やビルマ人の外敵に備えてクアラケ

ダーに要塞が作られ,それは1780年に完成している｡9)

このような開発状況からして,アp-ルジャソグス川沿いの村は,19世紀の初期から水稲作

地域として開発人種されはじめたという推測も可能であろう｡1821年に,時のスルタンから農

民にパダソララソ村の土地が譲られた (grant)という古い記録があることもその推測を裏づ

ける一一史料となろう｡10)

しかし,ケダー平野の本格的開発は19世紀後半からはじまる｡19世紀の前半には,シャム軍

の占領 (1821-1841)により,ケダ-は一時的に荒廃する｡ シャム軍の侵攻によって,スルタ

ンはペナン (1821),マラッカ (1831)に逃れ, 英国を仲介にして両国の和解が成立したのは

1841年である｡11)パダンララソ村の隣接村名クバンシアム (KubangSiam)は,文字通り,

シャム人によって作られた池 (kubang)に由来するものだといわれているから, シャム人の

占領時以後にできた村であるとも解釈できる｡

1850年にケダー河を舟でさかのぼった英人 J.R.Loganは,ケダ-平野の水稲作地としての

将来性の大きいことを予見し,シャム人の占領のために多くの農民が南部に難を逃れて去 り,

末だ戻っておらず, 農地は荒廃 していること, 新開地の海岸部は 稲の収量が東部よりよく,

relong(0.28ha-0.71acre)当り2kuncha(160ganiang) もあって東部の2倍もあるこ

となどを記述している｡12)

ケダ-王国が政治的に安定し,ケダ小平野の基本的な水路が構築されるのは19世紀の末期か

ら今世紀の初期にかけてである｡ たとえば,アロールスタ-からジュライ山のふもとのグアチ

ュンプダ (GuaChempedak)まで一番線に約 30km もあるワンマットサマソ (WamMat

Saman)水路は, 1885年に同名の官吏によって構築 されたものである｡ 1890年には王族の

TungkuYa'acobが現在のアロールチャソギレ- (AlorChangileh)水鋳を,1913年にはコ

ディアン (Kodiang)郡の郡長ワンヤ-ヤ (WanYahya)が現在のサンラン(Sanglang)水路

8)Zbid.,pp.55156.
9)MuseumDepartment.FederationofMalaya,MalayanForts.KualaLumpur,1961,pp.113.
1786年には,ペナンが英国に譲渡されている｡
10)Tungku打ongJewa,"LandAlienationinKedah,=(anarticleinanew,spaper),nodate.
ll)この和解時に,プルリスはケダ-から独立,Setulはシャム領となった,
12)Logan,J.R.,"NotesatPinang,Kedah,"JournalofikeIndianArchipeZdgOandEasternAsia
(Singapore),γol.5,p.55,pp.57-58.
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を,また同じ年に,ルナプロ (LamaBuluまたは Buloh)水路が造築されている｡13)

これらの水路は,いずれも雨期の過剰水の処理のためのものである｡水路構築の方法はかな

り原始的なものであり,ワンマットサマン水路の場合には,日中は煙を,夜は松明を目印に,

中国人労働者が雇われて,水路/7/i- 直線に掘られたといわれている｡ この水路沿いの道路は,

19()9年英人の最初のケダー政府顧問 SirGeorgeMaxwellが着任 した年に着工され,1913年

に完成 している｡

アp-ルスター以北の主な:i水路は排水のためのものであー)た/)i,農艮がかんがい川に用い

て,水路をせき止めた りLたため,ほとんど毎年水は氾濫 L,1938年U)図4が示すよ:)に,入

植は思わしくなかった｡14)村の古老によ頼 :ど,氾濫や牛越による稲の被害はしぼ Lばあつて,

被害の大きい時には仕事を求めて村を去る者が少なくなかったといわれている｡

上記の4水路がケダー平野のその後の開発の起点となるものである浴,これらの水路が効率

を高めるのは,近代的技術による土地改良が行なわれは じめた195()年以後のことである｡

西マL,-シアに二f沼-る米の増産がかなり況刻な問題とLて浮き上がってくる刷 上1918年頃か

表4 酉マレーシアの人種別入日 (1911-1941)15)
(単位 1,000)

志 二 讐 十 五 十 92Il

6己l

1931 L 1941

ユーラシア人
(混frn)

10.9 12.6 16.0. 19.3

マ レ ー 人 1,437.7 1,651.0 1,962.0 2,278.6

中 国 人 916.6 1,174.8 1,709.4 2,379.2

イ ン ド 人 267.2 471.7 624.0 744.2

そ の 他 29.3 33.0 56.1 58.4

合 計 12,67218弓3,358十 4,385･3 5,511･1

らである｡ その頃は鞘に錫鉱山べ⊃

ゴム園の労働に従事すか 卜国人 ･

インド人の移艮労働者人｢tが急増

守;:)(〕そ0)上,1918-192()隼の問

におけるインドとタイ国の米の不

作は,30%以上の米の国内消費量

を輸入に依存 していた西マレーシ

アにとって致命｢軒ごあー)た｡こu)

ような事情を反映 して,西マレー

13)AnnualReportoftheDrainageandIrrigationDepartmentofikeMalayanUnionfortheYear

1946.AlorSetar:TheKedahGovernmentPress,1948,p.77.19世紀の末期から,外人の来 訪も多
くなり,ケダー王国の行政府の近代化がはじまっている01883年にフランス人宣教師が AIorSetarを

訪れた時,スルタンの子供の教育のために米国生れのフランス人がすでに滞在 していたoJallleSF.
Augustin,"AlorStar-1883,''KedahDariSegiSejarah(May1967),p.15.1899年に,William
WalterSkeatをリーダーとする探検隊がケダ-を訪れているoDatoWanIbrahinlWanSoloh,̀̀Kedah,

SetulandPerlis,SeventyYearsAgo,Skeat'sReminiscencesofVisits,HKedahDariSegiSejarah,
Vol.4(April1970),p.18.1905年には,立法府が設立され,英人の財政顧問G.C.Hartがシャム因
から派遣されているoJ.F.Augustin,̀▲TheFounderofModernKedah,HKedahDariSegiSejarah,
Vol.4(April1970),pp.39-40.

14)Mohd.DaudbinAbdulRahman,TheKubangPasuIrrigationScheme,NorthKedah.AlorSetar,
1959,p.3.

15)DingEingTanSooHai,TheRiceIndustryinMalaya192(ト1940.Singapore,MalayaPublishing
House,1963,AppendixIII,p.43.
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シアにおける米の増産について審議する米作委員会 (RiceCultivationCommittee)がマレー

連邦州 (現在のベラ,スランゴ-ル,ヌグリスソピラン,パ-ソ州)政府によって1931年に設

立され,その翌年,土地改良のためのかんがい排水局が設けられ/た｡

マレー非連邦州 (ジョホール,ケダー,クランタン, トレンガヌ,プル リス州)であったケ

ダー州が,そ0)かんがい排水局に土地改良についての調査を依頼したのが1937年であり,自ら

のかんがい排水局を設けたのは1940年である｡そこで最初に計画されたのか,パダソララン村

を含むアロールスター北部の海岸平野部の土地改良計画 KubangPasulrr短ationSchemeで

ある(〕

この計画は多目的 なもU)であり,(1)排 水路の整備と氾濫U)阻lI二,(2)かんがいC/)改良,(3)防潮

堤と防潮水門の造築,(▲4)水路と陸路の改善,(5)グラム森林の開拓, を目的としている｡ この

計画によって改良される農地面街は 33,200ha(83,000acre)千, 新たに開発され/る農地が

1(),0()Oha(25,()00acre)である｡
しかし,計画が実施されるはずであった1942年に第2次世界大戦がはじまり,結局,計画が

実施されたのは1946年であった｡この計画の実施によって変化が生 じたパ ダンララソ付近の主

な点のみを記述すると,1951年にはアp-ルジャングス川が整備されて,雨期の水路交通が改

良された｡とはいえ,モータ-ボー トを使用してもアp-ルスタ-とパダソララソ問は,クア

ラケダ-を経由して1fけこか りの旅であったといわれるo 北部のグラム森林が水田に開拓され

たのは,1953-54年頃である｡ そして,ほとんどの地域-水路か陸路で自 転車による接近が可

能になったのは,1955-1957年の頃である｡ パダンララン村とアT=1-ルスター間のバスによる

陸路交通が可能になったのもこの時期である01955年にアロールジャングス･ダノンクリアソ

間の道路ができて,村からアロールスタ--はバスで30分もあれば行くことができるようにな

った｡陸路交通が容易になるにつれ,水路に水門ができたりしたため,水路交通は衰えはじめ

た｡

KubangPasuIrrigationSchemeがほほ計画通り完了したのほ1961年である｡16)しかし,

この計画は,稲作のためのかんがい排水には全面的に成功しなかった｡依然としてパダンララ

ソ村の稲作は天水依存であった｡1964年にも,豪雨によって田植え後に被害を受けるところは

少なくなかったし,用水の氾濫による宅地や道路の泥沼化は珍しくなかった｡防潮水Ftはミかえ

って排水を妨げる役割を演じたりした｡ただ,村の稲作改良に大きな影響を与えたことは事実

である｡ 化学肥料が村に入り出したのは1955年頃からであり,農業普及活動も徐々にはじめら

れた｡つまり,パダンララン村地域の水稲作がはば安定しほじ〟)たのは1950年代に入ってから

である｡ これに続く二期化計画は,水路や道路をいっそう整備することになった｡

16)Mohd.DaudbinAbdulRahman,op.cii.,pp.1-4.;OwYangHongChiew,ReportoftheDrainage
andZrrigdiionDivisionofikeMinistryofAgricultureandCo･operaiives,MalaysidjorikeYears
1961,1962and1963(1964),p.67.

545



東南アジア研究 9巻4号

第 2次大戦後の西マレ-シアにおける米の増産諸政策には二重の目的があった｡一･つは米の

国内生産を高めて,米の自給体制を確立することと,他の一つは,稲作農民のほとんどがマレ

ー人であり,都市に盾住する中国人,イソド人と比べてマレー農民の経済生活の水準があまり

にも低いため,マレー農民の生活水準を高めることであった｡

表5 西マレ-シアにおける米の生産量と輸入炭IT)

生 産 量

輸 入 量

合 計
生 産 量 の %

1931 1938 1946 1949 1950 1955 1957 1959 1961

264.2 299.2 225.0 307.2 435.8 410.6 487.6 443.0 605.0

515.7 612.4 274.5 495.0 435.9 347.5 340.5 359.6 315.0

779.9 911.6 499.5 802.2 871.7 758.1 828.1 802.6 920.0

34% 33% 45% 38% 50% 54% 59% 55% 65%

この日的のために,最初,経費のかかる土地の開発よりも,土地改良 (かんがい排水路U)改

良)が望ましいとされた｡しかし,二期作は,適切な貯水池を建設する場所の欠如,土壌と化

学肥料の問題,適当なlUl種の欠如,農民の農耕技術の質と自主性の欠如などの諸問題のために

敬遠されていた｡18)二期佃 こ対して精極的な政策が取られるようになったのは,一つには,節

2次大戦中, 日本軍がペナン州のスソガイクリム (SungeiKulim)地域ではじめた在来種と

台湾品種との組合せによる二期作面積が,農民の自発性によって1954-1957年の間に 2,OOOha

(5,000acre)から 3,600ha(9,000acre)に増加したことによる｡ この事実は技術的に土壌と

水の問題さえ解決すれば, 二期作は 不可能ではないという明るい 見通 しを与えた｡ さらに,

1957年にマラヤ連邦が英国から独立することになって,マレー農民の生活水準の向上は連邦政

府の至上命令にな-)たことにもよる｡1957年に,農業局は二期作が技術的に可能であることを

公表している｡19)

このような背景のもとに立てられたのがムダ河かんがい計画 (MudairrigationProject)

である｡30)この計画は,マレーシア政府によって1959年にその可能性が調査され,さらに詳細

17)1931-1950年の資料は,RefOrloftheDrainageandZrrigatwnDepartmentforikeYears1952,

1953and1954.KualaLumpur:GovernmentPrinter,1955,p.6.1955-1961年の資料は,Federal
tionofMalaysia,OfficialYearBook,1962,p.482.

18)ReportoftheDrainageandIrrigationDeparlmenioftheYears1952,1953and1954.KuEllこI

Lumpur:GovernmentPrinter,1955,pp.6-7.

19)ReportofikeDrainageandIrrigationDepartmentoftheYears1955,1956and1957.Kuala

Lumpur,theGovernmentPress,1959,p.6. 二期作用の晶桂改良のため, 日本人の専門家の援助が

望まれ,コロンボ計画によって専門家が引き続き派遣されはじめたのは,1958年8月以後である｡藤井
啓史 ｢日本人専門家による水稲育種方法の改善｣『東南アジア研究』2巻3号 (1965),p.76.

20)この計画については,冨土間義一 ｢かんがい排水による東南アジア農業開発｣『東南アジア研究』5巻
4号 (1968)｡富士岡義一･海田能宏 ｢マラヤのかんがい排水事業と今後の課題｣『東南アジア研究』6
巻 2号 (1968)｡杉本勝男 ｢アジアの農業,二期作の進展と問題点｣『熱帯農業集報』No.15(昭和45年

3月)｡堀内孝次 ｢水稲二期作にいどむ Kedahに学んで｣『東南アジア研究』 9巻 1号 (1971)参照｡
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な調査計画が196伸 二英国の SirWilliam Halcrow&Partners,ConsultingEngineersに

委嘱された｡ その結果,1961隼日月に暫定的に "ReportontheSupplyoflrrigationWater

from theRiversMudaandPadangTerapforDoubleCropRiceCultivationinthe

CoastalPlainsofKedahandPerlisHがマレ-シア政府に提出され,さらに1963年 2jL l1

月にわた-,て詳細な調査が技術や経済面についてまで行なわれ,,ReportontheMudaRiver

Project,Revised,Nove,nber19Gt13,VoltHV. とな-)て政府に報告されている｡

こ抽 こしt頼f･ムダ河かんがい計画とは,ムダ河とペ ドゥ河上流にこっのかんがい川u)ダム

を建設 し, 二つ0'ダムを トンネルで結び, 乾期にケダ-平野に水 を放 流 して,261,5()()ac,e

(約 104,6O()ha)の水田を二期作地にする計画である. 総王矧 よM$204,(X)0,000(1968年-に

は, M$228,OO(),()()0に訂正)であるo acre当 りの経費は M$80Oである｡ 現在の一期作の

だいたいの籾米年収鼠は 229,100tonであるが, 将来 の収危 acre当 り 50Ogantangとすれ

ば, 二期作による親米年間収量は,65:3,800tonとなり, 424,7OOtonの増加が見込まれる｡

政府の籾米の支持価格 1pikul当 り M$16で計算す頼 よ,二期作による総収量の価櫛 よM$

114,()0(),()()()に粧当する｡21)

マ レーシア政府はこの計画を1965年に正式に取 り上げ,r舶 :･11月に M$135百万の世銀借款

に成功 し,1966年か ら実施 し,1969年に主要な工事は完工されたO･12)そ して,1970年 2月か ら

■l マレ-人'ifJi呈

⊂コ 中川人′衷帖
やモスク

.:.I:;I._.･:･/:I.･‥･...･こ.

Li LL ll

⊥L

L

●■■

-./.-A-T...I.-*lIt.I.- I/

JI JI LL 止 血

ァt1-ルジャングス川

プooれ

¢)濯 灘局 (DID),3場所 ㊥penghuluの家 し?)マレ-人中′芋校 (i)賢察署
(5J中国人小学校 (6)精米所 ⑦ 診療所 ④ 水門

図5 PadangLalang村略図

21)SirWilliamHalcrow& Partnersの幸腔i書で用いた換算率は,次の通りであるo
lgantangもみ-5･61bsもみ 400gantangもみ-1longtonもみ 籾米から白米への換算レート63%
1piku1-133･31b16･8piku1-1longton

22)ダム工事を請負ったのは,日本の鹿島･大成建設会社であり,北部と中央の幹線水路工事を請負ったの
は,スェ-デソの SentabLtd.である.
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3:i,2OOha(83,OOOacre)にかんがいされ, 1971年には, 52,OOOha(130,0()Oacre)に給水さ

れ,1973年には,二期作予定地の全域にかんがいされることになっている｡
パダソララン村は,その東半分には,197O隼2月から水が供給され,二期作が行なわれてい

る｡西半分はかなりの低地であるため,排水路が十分でなく,r十F工事が順調に行なわれてい

るならば1972佃か )Offscasonからか んがいされることになっている｡ この二期作化の土地

改良は,村の生清環境を全 く変えてしまった01968隼には水路はかなり盛っていた｡雨期の宅

地の泥沼C/)光姑 土姿を消 した｡村と村cr)E服 )道路には,ラテライトがJ机 ､らjL,自動車の通行

が日用巨となった｡乾期の水の条件 も変わった｡ 稲作技術V)原理 も根本的に 変わろうとしてい

る｡ この点,農法を中心にその変化の実情について考察してみよう｡

lV 伝 統 的 農 法

まず最初に伝統的一･期作の農法について考察 してみよう｡

大水依存の農法は, 気象, 土地の高低, 土壌などの自然の条件に左右され引立令が高いの

千,画一 性に乏しいのが一つの特徴である｡ 同じ村の中 の農民であっても,土地の条件によっ

て農法もかなり異なる｡ 個人本位t軋思考様式の強いマレー農民の性略が,農法をいっそう多様

化する一要因でもある｡

--･年の農作業は,乾期のもっとも厳 しい2-3月にはじまる｡こiO～4Ocm もある前年度u)棉

の切株が焼却される｡ この焼却も家屋の近 くでは火災を恐れて行なわれないから,必ずしも徹

底 したものではない ｡ 4-5月に雨が降 りはじめると,lalang (Imperatacylindrica)と呼

ばれる長い雑草が急速に生長する｡ 雨が本格的に降りはじめる前 に, 農矧 土田の旺 (baias

tel)i)を鍬で補修する｡ そして水が水田の中にたまるのを待つ｡士がややしめ-,てくると, 田

の中の雑草と前年の稲の切株を,柄の長いL字型の大鎌で刈る｡水が水田を浅く穫 う頃から,

水牛による耕起 (tenggala)が行なわれる｡ 粘土質の土 も柔らか くなっているので, 士と草

や稲株は深 く混り合う｡lrelong (-0.71acre-0.28ha)の水田の耕起は1朝 (午前 7時～12

時)の労働である｡通常,耕起ほ2廿行なわれ る ｡

1964年から中国人の所有する トラクタ-による耕転 も行なわれている｡196的斗ニトラクタ-

を賃雇いした農家は,パダソララソ村の115戸中14戸にすぎなかったが,現在では8割 の農家

が トラクターか手押しの耕転機で耕転を行なっている｡ この場令,水牛によるよりも,時期的

に早 く耕起でき, また 1relongの耕転もトラクターでは3()分余 り,耕転機では2時間ででき

るという利点がある｡ 耕転機を農家が購入しはじめたのは1969年からであり,その年に 117戸

の農家中6戸が購入している｡

緋起の後,雨の降り具合にもよるが,1週間後に代掻き (sisir)が行なわれる｡ 水牛に大き
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な熊手様のものをひかせて, 雑草と土が混ぜられ,水田の中にいくつかU)雑草:のうね (baias

kabar)が作られる｡ 代掻きは3-4日置きに3-4回行なオフJLる｡ 草のうねは, その度ごと

にひっくりかえされ, 腐敗し, 土と混ざり合ってしまう｡ 最初の荒代には 時間がかかり,

lrelongは1日の仕事であるが,2回lJからは半日で済む｡

代掻きの仕上げに,Penggiling と呼ばれるp-ラ-を水牛にひかせて行なうU)が従来0月捗

式のようである. このローラ-には 1.5m ぐらいの丸太に 7cm 幅u)鉄の断が 7佃差 L込ん

であるo 通 常. こ′出土1回だけ行なわれ, lrelong当り2-:i時冊の労働であるれ 最近は

これを行なわない農家のほうが多い｡

上記のように,耕転,代掻きにかなりの時間がかけられる折目よ,雑隼を-十分すき込むと雑草

防除によく,また土壌の反転による地力効果によいためであるともし､われている0

5月の中旬になると,f眉t-(iaPaksemai)が主に女性にエー)て作られる｡侮岸寄 F)の低地

で水深の洗いところでは,現在でも浮き苗代 (taPaksemairakit)が作られる｡ 田の一部の

土を盛 り上げて, バナナの葉を 3111×1111ぐらいに敷き, その上に多くの刈り革をしき, さ

らに 1.6cm くらいの粘土質の土を置く｡そして種籾を播 くO 種籾は2蟻夜水につけ, さらに

3日間日陰にむしろ状のものに広げて田 き発芽 させる｡ 浮き苗代では発芽率がよいので, 1

relong当り 1.5ganiang(5.61b)の籾で十分であるといわれている｡ 播種の後, 2週間もす

ると 15cm くらいに苗は生長する｡ その若苗を水1附Li(iaPaksemaiがrdeh)に仮移植 し,

1カ月後に定植させる｡

る｡種籾は上記のように用意され,1relong当り2-3ganiangの種籾が用意される｡ 播種

の後には強い陽光を避け,また鳥に種籾を食べられないように隼で覆われ,る｡ 苗代の周囲は,

ねずみや家鴨の侵入を防ぐために竹や金網で囲む｡ 定木跡よ,播種後40-50日に行なわれる｡

苗Iは,移楯の頃には 70-90cm くらいに生長する｡ 実験によれば,在来種の場合にも,苗

はこんなに長くならないといわれている｡23)それは,密集植えのためかもしれない｡農民は苗

をひき抜き, 甫径 10-15cm の東 (unting)を作る｡ その時,薬先を 30cm くらい煎除す

る｡ どの程度切るかは,水mu)水深による｡ つまり,豪雨や風で情が定植後腐敗しないためだ

浴,これは根が定着する前に青葉からの水の蒸発を防ぐのにも役立っている｡
｢Il植えは女性の集団作業である｡ 7月中旬から9月中旬まで行なわれる｡H本U_)ゆいに当た

るような共同作業 (berdurau)もあるれ 7-8年前から作業も早くて割安であるという理

由で,女性集団 (Sharegroup)を雇う傾向が強くなりつつある｡ 田植えの時には,苗の東が

適当な間隔で田の畦に二つずつ置かれる｡ そして,10名の集団であれば, 2人が甫運び (ator

semai)をして, 田植えをするものに適量ずつの苗を手渡す｡男性は田植えに全 く参加しない

23)西尾敏彦氏による｡
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が,参加するとすれば, 苗運びの役をする｡ 田植えには,kukukambing と呼ばれるt射痘え

棒が用いられる｡ そのために,探植えの傾向がある｡ しかし深植えは,在来種の場合には収量

とあまり関係はない.'34'稲株間はだいたい 33-35cm くらいで,lrelong にだいたい30東

の苗が必要である｡ 田植えに要する労働時間は,水田の水深や土の柔らかさによってかなり異

なるが,1日に1()人で,3-5relongの任用ftJ.えが可能である｡

fH柚え後の水の調整は非常に重要である. /糾トJの後に田の水が溢/虹 CEfTfi'/)､ミ腐敗する瑚 よ,

1966- 7隼頃まではしばしば起こりた｡特にパダソララソ瑚酬 川の侮岸寄 りの低地では,8-

(J月頃に植え替え (menyulam)を行なわ抽 fならないことが多かつた. この時には苗を探し

て購入しなけ′抽どならない｡この費用は,苗1東 M〆2(),1relong当り30東を要するから,

1relong当り計 M$6である｡ これに運賃や植えかえの雇用費を含めると,lrelong当り,

M$15はかかる｡ だから,農矧 よ用心のため残った苗を田の畦わきに一列に植える｡
農民が化学肥料を使い出したのは1955年頃からだといわれている｡ しかし,農務局が市価よ

り多少安 くして,化学肥料 (硫安,クリスマス島リン鉱粉,塩加の配合肥料や尿素)を供給L

u-i.したのは1963年からである｡1964年にこの化学肥料を用いていた農家数は,村の中で3割で

ある｡ これ以前には,近くの岡でとれる l【こうもり｣の糞 (tahikelawar)が用いられてい

た｡しかし,1969年には全農家が化学肥料をj削 ､ている｡ 施肥は田植え前と田植え後1回ずつ

である｡

rl湘7:え後U)重要な 作業はねずみ 取 りである(, 人きなねずみを追 う畑 土子供U)仕事:である｡

1955隼から竹で作ったねずみ取り (Perangkapiikus)が用いら′れ 1963年からは,農務局に

より薬が供給され,これを使用している農家も少なくない｡

雑甘苦は保水のためになく,草取りはほとんど行なわ′行ない｡峠道の草が刈られるだけであ

る｡

稲刈りは11月～2月に行なわれる｡ これも女性叫 上事である｡ 乾燥期で,東風が強いと,在

来種の稲は某が長く生長するので, 稲は横に倒伏する｡ しかも, 在来種は非常に脱粒がよく

て,収穫前に強い帆に当たると田一面に穂がこぼれる｡ これは Indicaの特徴で,収量の一 割

近くがこぼjLるそうである｡ こぼれ種は休眠性があーつて,乾期明けの雨に按するまでは発芽し

/71:L､が,2-3月頃雨が降ると旧はその発芽 で一面に緑に覆われる｡ これは,水牛が力を回復

するための最適の飼料である｡

稲刈りは,稲の倒伏のためにかなり困難な作業である｡ この労働の難易が,土地の排水の程

度によって相当異なるので,田植えの時のような ｢ゆいJは行なわれず,ほとんどが雇用労働

である｡ この時期に東岸部のクランタン州やタイ種の/ミクニから出稼ぎ労働者がやって来るの

が常であったが,1969年を最後に来なくなった｡1968年からクランタンで裏作の煙草が作られ

24)杉本勝男氏による｡
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るようになったことと,ケダーでの労働力過剰にもよる｡

女性は稲刈 りに 1.5m くらいの稲刈り鎌 (1)isau♪evngerat)を用い根から 30-40cm く

らいのところで刈る｡ この長さは脱こくのために便利な長さである｡ 女性は刈った稲を束にし

ながら足もとに置いて行く｡ この労働は10人で1日 2-4relong済ませる.

刈った稲を直径 25cm くらいに束ねて脱こくするのほ男性の仕事である｡ 脱こくは,前横

をござ(tikar)で囲ったおけ(long)の中に置かれた小さなはしごのようなもの(tanggalong)

にたたきつけて行なわれる｡ 稲の穂は,在来種の場合には脱粒がよいので,3- 4度たたけば

皆おけの中に落ちる｡ それを袋 (guni)の中に入jtて,農道 (峠道)や道路まで運ぶのも男

性の仕事である｡ この作業の支払いは,耕地面積の単位である relong当りで計算されない

で,袋の数で計算される｡

稲刈りの時に未熟の稲は,そのまま残される｡ これを再び取 り,よいのは食用に,悪い籾は

にわとりやあひるの飼料に用いる｡

家に運ばれた籾は,自然の凧や手回L扇風機で風選されて,余り乾燥されないで,jelaPang

と呼ばれる米倉で貯蔵される()籾の乾燥 (menjemor)があまり必要でないのは, 閏の中 でほ

とんど乾燥LてLまうからであるo

V 二期作化に伴う諸問題

ケダー平野における稲の二期作化に伴い上述の農法はどのように変化し,そこにどのような

問題が生 じてくるのであろうか｡この点について考察 してみよう｡

図6が示すように,一期作は全く自然に依存し, 時間的に 余裕がある農作業であるのに対

し,二期作では,人為的なかんがい排水に大部分依存するため,厳密なスケジュ-ルに従って

農作業が進められねばならない｡この変化は,技術的にも農民の/日和こもかなりの影響を与え

･2, ,31 ,41 ,5, ,61 ,7, Jq lti H' 壬I 享子 ,1, ,2,

切株焼き 軽地播種 田植 収稚

仙椎:幣地価椎田植 収鳳l.i秤捕地幣_T__…*__

! l汁---I----- - ---- --日--一式
offseason ma川 SeaSOIl

雨期
図6一期作と二期作の作業暦(パダソララン村地域)
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る｡ 農民は,この変化にどのように対応し,またどのような点に不適応の状態が見られるであ

ろうか｡

まず,かんがい排水について考察 してみよう｡ムダダムU)貯水最は,全供給水量の23%を占

めるにすぎない｡ つまり,mainseasonの9月から1月までの問は,稲作は主に天水に依存

し,乾期の Offseasonには,ダムの貯水量と河川の水が使用されることになっている｡ もし

も mainseasonの初期に降雨量が少なければ,ダムの水が使用されなければならない｡ ダム

の水鋸こは限界があるので,水は効率よく配水されねばならない｡この点,農作業の厳格なス

ケジュールを守らなければならないといEt)ことと絡んで,Offseasonの冊 Lと代掻き用水(})

効率的配水が重要な問題となる(〕

かんがい排水局 (以T DID)では,最小のかんがいIi仲'/-_となる水田剛也をcompartmentと

呼んでいる｡ この面禾封土約 1mile'1であるが, この compartmentの一方にかん水路, 他方

に排水路があって,水は 1mileの間を田越しにかんがいされるようになっている｡ しかし,

取 り入れられた用水が 1mile先の水じり水田にまで十//)かんがいされるのに約30口を要する｡

したが-つて,Offseasonの耕転 ･整地期F榔こは,スケジュールの上でもかなり余裕がもたせて

ある｡ ところで,天水依存の農業を行な-)ていた農民には,n分の水田の水を確保する習慣が
あ-)ても,それを水じりの水田に回すことには慣れていない.一カ月の水利 の所要時間のずれ

は,作業スケジュールを乱す要因でもある｡

1970年2月1日に水が配水された時には,降雨量の少ない年でもあったので,農民の間には

所によってかなりはげしい水中いがあー)たようである｡1971年には,降雨読が多かったので余

り目立った問題はなかった｡

そこで, 配水 ･排水を迅速にするたが), 幅 2-3feet深さ 1-2feetの末端水路を作るの

が望ましいとDIDでは考えている｡しかし,必要な水路の全長は,1,500milesになり,1968

年4月の平均地代 M$1,40()peracreでは,その水路の地代だけで,M$7,16(),0()()が必要で

ある｡ DIDにはその用意はないので, 農民が土地を提供 しさえすれば末端水路を作るという

姿勢で,この土地問題を郡役所に任している｡郡役所では,すでに多くの零細農民が道路や水

路の造築に土地を失ったので,これ以上の刺激を農民に与えることを恐jl′て,この問題には触

れないままでいる｡

また,二期作には生育期閥が短 く,耐肥性の強い品種が必要である｡ 日本人が第2次大戦中

試みた二期作品種の台湾米は,粘着性が強くて,農民の曙好に合わない｡そこで,在来種の味

に似た品種が作られねばならない｡在来種には,中 生と晩生があり,生育期｢制£5-8カ月の

ものである｡ しかし,在来種の生育期問で問題になるのは,その感光性 (photosensitivity)

である｡ つまり,一定の時期にならないと幼穂 しない ｡幼穂時は11月1日～7日,出穂時は11

月2:川 ～:洲十 1酎即鉦も12月23日～:洲lくF)いであ る o Lたが-,て,二期作には,いつでも栽
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培の可能な無感光性品種が必要となる｡ そこで,マ レ-シアで日本人技術者の協力で作 られた

改良晶種が次の Riaを除 く新晶種である｡25)

改良品種 生育期間 収 量(gantang/acre) 米質 脱粒 改良年

Malinja 130-135 660 良 困難 1964

Mahsuri 135-140 625 良 容易 1965

Ria(IR-8)12O-130 700-10()() 不良 IP程度 1966

Bahagia 137-145 67() 優 容 易 1968

Malinjaは脱粒性が悪 く,農民は農作業上あまり好まないOMahsuriLにいもち病に弱 い ｡

Riaは精米時に くだけ米が多いので,植段が安い｡Bahagia旧fifr-L丈が高く倒伏 しやすい. こ

のよ,>)なlTlJI種の改良が現在で も継続 して行なj)凡ている｡

さて,次に農作業についてみると,一期作か ら二期作に変わって変化するものは整地の期間

である｡耕転は もっぱら手押しの耕転機と トラクターによるのがほとんどで,水牛では代掻き

と Penggilingのみが行なわれるようになった. しか も代掻きの回数 も2-31可どまりとな り

つつある｡ 一期作の時のようにあまり時間がかけ られないようになってきている｡

このようなことれ 稲の切株の処分を不十分なものに1∴ 田植えの作業が困難であると農民

は訴えていた｡また,田植えには閏柿え棒が用いられ,深植えの傾向がある杭 こj吊よ新品種

にとって収量の点か らあまり望ましくない｡また,ある程度の据楠がよいといわれるが,農民

は在来種と同じ聞陶で植えている｡ 田U)水深も相変わらず深い (20-30cm)か ら田植え棒は,

かん排水の状態がさらによくなるまでは使用されるであろう｡

肥料はほとんど農務局の奨励する化学肥料 (前出)浴)肌 ､ら31.,田植え後 711と21円の2同

に用いられているが,深水田でどの程度の増収の効果を持つものか,農家条件ではやや疑問が

ある｡ この点,農民はかんがい排水の水操作に慣れておらず,雨水の不足による危険性を避け

るため, 常に深水に してお く沖田がある｡ DID の作業員が排水口を聞いても, また再 ぐにそ

れを閉 じてしまう｡ したがって,Offseasonの収穫時は雨期で もあ り,収穫作業が困難 となる｡

特にこの時期には成熟 した稲穂が倒伏 して水にひた り,腐敗する危険性 もでてくる｡ そ こで,

急いで刈 り入れを済ませようと農民はあせるので,労働力が一時的に著 しく不足する｡

さらに Offseasonの収穫は雨期であるか ら籾の水分が多く,これは乾燥 させる必要がある｡

5日間も放催 してお くと,経済価値は著しく減少するという ｡ この点の解決策として,農業親

令による乾燥施設と運送の便宜が政府によ-)て後述のように考えられている｡

収量については,農民の面接調査か ら正確なことを知ることは困難である｡ Mudalrrigation

Projectでは,acre当 りU)籾米収嵐の目標を 5OOgantang(-5.61b)に置いている｡ ムダ計

画地域で も, 約5分の 1に硫酸酸性土壌の分布地域があ り,障書の著 しい地域では,acre当

25)ケダー州農務局の資料から｡
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り 200 ganiangの収量 しか取れないところもある｡

しかし,パダソララソ村のあるコタスタ-郡は,ケダ-平野の稲作の一級地であり,以前か

ら稲の収量のよいところである｡農務部の1964年の郡内の平均収量の記録は576ganiang/acre

であり,1966年には,617ganiang/acreに急増している｡ この数値は, ムダ計画の目標値を

上回っている｡ 面接調査でも農民は 560-672ganiang/acreが普通の収量であると説明する｡

ただ奇妙に思われるのは,1964年,1971年にもほぼ同じ回答を農民から得たことである｡ 化学

肥料の使用がほほ普及した1968-9年において 672ganiang/acre26)が平均収量であるという

のなら,理解できないこともないが,1964牛にわいても,同じ数値が平均といわれていたこと

をどのように理解すべきかは判らない｡収量が増加しつつあることは事実であるが｡

米価も政府の最低支持価格によって,O.07%くらい上昇 し,また二期1/冒こよ-)て収穫時と田

植え時に,一時的に労働需要が高まるので,賃金雇用費も上昇 している｡ これは,農業労働者

の生活水準の上昇に大きく役立っているが,中 ･上層の農民は,このことをあまり歓迎しては

いないOこれらの詳師な分析は,他日に譲りたい｡

あ わ り に

ケダ-平野の二期作化を促進するために,MudaAgriculturalDevelopmentAuthority

(MADA)という機関が設立された｡この機関の指示下に入るのは, ケダー州とプル リス州の

農務局とかんがい排水局である｡ そして,実際に行なう活動は,村道の建設,調査,農業組合

(PersaiuanPeladang)の設立,農民-の融賢と市場の確保,農業の指導普及である｡

これ らの清動の内江 口すべきものは,農業組合の性楢であ,1J｡1964年頃には,村単位で農民

の自主性に基づ く融合の設立が政府によ--'て奨励されていたが,農民のp-ソの返折が円滑に

行なわれず,また村に適当なり-ダトが居 石こいたLV).この組合はヰ)はや実質的に姿を消してし

.Lモ■〕た ｡

MADA の指示下に入る組合は,突'Fin小二政府明仁接のJ'首frlrFにおかれるものであるOその
最小単位 も,水利の地域的区分に従って,ほほ 4,000ha(10,000acre)をカバーし,約2,000

農家を含むもので,その単位区画は村落共同体の区画を無視したものである｡

組合の清動は,農業普及清動,融資,賢材の共同購入と共同販売,経理の4洋肝jからなり,政府

の職員5名が配属されている｡ パダソララソ村の東半分の地域を合む クアラスソガイ (Kuala

Sungei)糾合は,1969年10月25円に発足し,1t)71隼8月までに532農家ノウミ親合に参加している｡

はじめて二期作が行なわれる時には,組合員には二期作Jllの品種 Bahagia と Riaが O.5

26)籾米から玄米-の歩留り率を70.7%として計算すると,玄米で約 301.7kL,:/10ア-ル となる｡昭和42年
の日本の平均玄米収量は 453転/loワ--1L/である｡
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ganiangずつ無償で配布された｡また,肥料,薬剤なども割安で販売されている｡ トラクタ-

や トラックも共有され,組合員の使用に供されている｡ 将来は,多目的の大型六輪 トラクタ-

の使用も研究されているが, トラクタ-の通る農道もなく,また土壌の柔らかいところで大型

機械がどの程度有効に使用されるかは,はなはだ疑問に思われるOまた組合には籾米の大きな

乾燥施設も建設されつつあるが,ほとんどの農民が籾米の運搬に自転車を使用している現在,

そのような施設は一部の富裕な農民のみが利益を得る結果にもなりかねない｡このような機械

化の大きな阻害要因は,頗民の社会経折的地位にあるように思われ.る.この点についても,他

の機会に分析したい｡

ケダー平野における二期作は,現在o)ところ農民が積極的な関心を示している点でいちおう

成功したといえるであろう｡ だが,その技術や社会経済的側面からすjuf,未だ古い農法によ

る二期作であ/つて,近代的農業技術の定着には,未だ多くの自然的社会的阻害要因が前面に横

たわっている｡
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